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品質保証研究会 第 166 回幹事会 議事録 

 

１．日  時 2016 年 3月 16 日(水)  15：00～17：00 

２．場  所 (株)東芝（本社・浜松町ビル３９階 ３９２０会議室） 

３．出 席 者 田中、石橋、浅田(恒光委任)、岩瀬、奈良、武田、岡澤、風間(三村委任)、西田、氏田、

宇奈手(記)(順不同敬称略) 

４．議  題 前回幹事会・議事録確認、平成 27 年度全体活動計画と定例研究会活動計画、QASG ニュー

ス執筆計画・実績、各研究会活動状況について、第２６回総会(含む特別講演)について、

HP 見直しについて、会計中間報告(含む会費納入状況)、その他(入会/退会他) 

５．配布資料 1) 品質保証研究会 第 165 回幹事会議事録(案) [宇奈手] 

(幹 166-N) 2) 品質保証研究会 平成 27 年度活動計画兼実績 [風間] 

 3) 品質保証研究会 2015 年度からの企画実行担当者一覧表 [風間] 

 4) 第一グループ(品質保証)、第二グループ(エラーマネジメント)活動状況 [奈良/氏田] 

 5) 第 26 回総会に向けてのスケジュール等計画 [奈良] 

 6) 第 26 回通常総会/特別講演会開催のご案内 [奈良] 

 7) 25 回通常総会反省⇒26 回通常総会反映 [奈良] 

 8) 品質保証研究会 第 26回通常総会(スケジュール案) [奈良] 

 9) (第 26 回通常総会)第 1号議案-1(品質保証研究会 平成 27年度活動報告) [風間] 

 10) (第 26 回通常総会)第 2号議案-1(品質保証研究会 平成 28 年度活動計画) [風間] 

 11) (第 26 回通常総会)第 3号議案(品質保証研究会 平成 28、29 年度 役員候補) [奈良] 

 12) (第26回通常総会)第4号議案(品質保証研究会 顧問選任の件(平成28年度、29年度、

30 年度) [奈良] 

 13) 第 166 回幹事会 入退会(H28.1.6.以降)確認 [風間] 

 14) 品質保証研究会 平成 27年度 会計中間報告 [岩瀬] 

６．議事概要 

6.1 資料(幹 166-1)に基づき、第 165 回幹事会議事録(案)の内容を確認した。誤記を修正し HPに掲載

する。 

6.2 資料(幹 166-2)に基づき、平成 27年度活動計画兼実績について確認した。 

6.3 資料(幹 166-3)に基づき、企画実行担当者一覧表について確認した。 

6.4 資料(幹 166-4-1、166-4-2)に基づき第一グループおよび第二グループの活動状況の報告があり、

進め方の議論があった。本日の協議結果については各グループに連絡することとした。 

・東大レジリエンスセンター長(古田教授)の講演会開催の提案があり、第一、第二合同で開催する(案
内は第二グループ)こととした。詳細は次回の幹事会にて確認する。 

・当研究会の成果に対する対外発信を充実すべきとの提案があり、今後各局面にて配慮することと
した。 

・IAEA 規格(DS456)において取り扱われているリーダーシップや国際レベルで議論されているサプ
ライチェーン(紛い物の扱いを含む)、デコミッショニングなどの内容を当研究会でも情報収集、
分析、検討することが提案された。これに対し、他の団体との位置付けを棲み分けて対応する必
要があるとのコメントがあった。 

6.5 資料(幹 166-5～12)に基づき第２６回通常総会関連資料の確認を行った。 

・スケジュールにおいて、総会閉会宣言と定例研究会活動状況の間には、参加者が途中から入場し
易いように扉を開けるなどの配慮を行うこととした。 

・定例研究会活動状況説明資料を掲載する HP の説明を加えることとした。 

・定例研究会活動状況報告の時間を従来よりも長く取ることで特別講演を１名のみとすることも検
討されたが、候補に挙がっている講演テーマを勘案し２名とした。内容については今後検討して
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いくが、各幹事は話して欲しい内容を特別講演担当に伝えることとした。 

6.6 資料(幹 166-13)に基づき、H28.1.6.以降の入退会を確認した。入退会はなく、名義変更と部署変

更のみ。 

6.7 資料(幹 166-14)に基づき、平成 27年度会計中間報告を確認した。 

・下半期の HPの管理費については未反映であるが、これを勘案しても問題ないことを確認した。 

 

７.次回幹事会 

第 167 回幹事会は 4/18(月)に三菱で実施予定。 

 

 

 

以上 


